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マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
P
H
R

個
人
の
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
む
け
て

活
用
は
、
医
師
等
を
中
心
と
し
た
医
療
ケ
ア
か

ら
患
者
中
心
医
療
ケ
ア
へ
の
転
換
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。
患
者
中
心
医
療
は
、
患
者
（
個
人
）

が
中
心
に
な
っ
て
、
自
身
の
健
康
の
維
持
や
予

防
、
治
療
に
積
極
的
に
関
わ
る
と
い
う
考
え
方

で
す
。
高
齢
化
が
進
展
し
、
認
知
症
を
含
む
複

合
疾
患
が
増
加
す
る
中
で
、
医
師
等
専
門
家
の

力
だ
け
で
個
人
の
健
康
を
維
持
す
る
の
は
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
人
を
中
心

に
お
い
て
、
様
々
な
専
門
家
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
関
わ
り
、
個

人
が
主
体
的
に
自
身
や
家
族
の
健
康
に
寄
与
す

る
判
断
や
行
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
、
様
々
な
関
係
者
と
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

と
き
に
中
心
に
な
る
の
が
Ｐ
Ｈ
Ｒ（Personal	

H
ealth 	Record

）
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
で
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｒ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

端
末
等
で
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ（
歩
数
、
体
重
、

血
圧
な
ど
）
を
含
め
た
個
人
の
健
康
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
、
個
人
を
中
心
に
利
用
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
在
、
日
本
で
は
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
で
閲
覧
可
能
な
保
健
医
療
情
報
を

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
で
自
動
的
に
取
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
認
定
基
準
を
作
る
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、こ
う
し
た
Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
使

っ
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
る
と
期
待
さ
れ 

ま
す
。

　

Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
た
患
者
中
心
医
療
ケ
ア

の
実
現
に
は
、
個
人
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
理
解

や
活
用
能
力
（
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
向
上
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
提
供
に
よ
る
便
益

だ
け
で
な
く
、
リ
ス
ク
面
も
理
解
し
、
信
頼
で

き
る
関
係
者
や
事
業
者
に
最
小
限
の
開
示
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
個
人
の
デ
ー
タ
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
る
こ
と
は
難
し
い
課
題
で
は
あ
り

ま
す
が
、
参
考
に
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
市

民
の
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
の
活
動

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
長
野
県
で
発
祥
し
た
保

健
補
導
員
制
度
※1	

で
は
、
地
域
の
女
性
が
任
期

制
で
保
健
補
導
員
に
な
り
、
保
健
補
導
員
が
Ｏ

Ｂ
や
現
役
の
保
健
師
な
ど
の
支
援
を
得
な
が
ら

自
主
的
に
学
習
し
、
そ
の
知
識
を
家
庭
や
地
域

に
持
ち
帰
る
と
い
う
活
動
が
半
世
紀
以
上
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
千
葉
県
柏
市
等
で

始
ま
っ
た
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
※2	

が
あ
り
ま
す
。

筆
者
は
、
こ
う
し
た
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

る
活
動
の
中
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
た
患
者
中

心
医
療
ケ
ア
の
実
践
を
組
み
込
ん
で
、
個
人
の

デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図
れ
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
参
考
： 
Ｍ
ｙ
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ	

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ	

2
0
2
2
※3	

行
動
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針
Ｓ
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（
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人
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昨
年
秋
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」へ
の
一
本
化
を
目
指
す

と
発
表
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
様
々
な
意
見
が

巻
き
起
り
ま
し
た
。
主
な
反
対
理
由
は
、
①
「
マ

イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
医
療
機
関

に
負
担
を
強
い
る
一
方
、
患
者
・
医
療
機
関
双

方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
こ
と
」
で
す

が
、
こ
れ
に
加
え
て
②
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り

医
療
デ
ー
タ
が
国
に
管
理
さ
れ
、
情
報
漏
洩
や

不
正
利
用
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
い
っ
た

声
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

筆
者
は
①
に
関
し
て
は
従
来
通
り
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
併
用
を
認
め
る

べ
き
と
い
う
立
場
で
す
が
、
②
は
マ
イ
ナ
保
険

証
の
話
と
個
人
の
保
健
医
療
情
報
が
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
で
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

話
が
混
在
し
誤
解
を
招
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
後
者
は
2
0
2
0
年
頃
か
ら
段
階

的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
一
本
化
と
は
別
な
話
で
す
。
現
在
は
、

医
療
費
、
薬
剤
情
報
、
健
診
情
報
な
ど
で
す
が
、

今
後
、
検
査
結
果
、
画
像
情
報
、
介
護
情
報
な
ど

に
順
次
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
は
保

健
医
療
デ
ー
タ
の
国
に
よ
る
管
理
で
は
な
く
、

個
人
を
中
心
と
し
た
利
活
用
の
拡
大
、
と
捉
え

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
健
医
療
デ
ー
タ
の
個
人
を
中
心
と
し
た
利

一
般
社
団
法
人 
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理
事
・
事
務
局
長　

石
垣		

一
司 （
い
し
が
き
・
か
ず
し
）

※1  https://www.jamp.gr.jp/wp-content/uploads/2019/12/118_01.pdf
※2  https://www.iog.u-tokyo.ac.jp/news/3105/
※3  https://mydatajapan.org/aboutus/mydatajapan-vision/
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